
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：（一財）言語交流研究所ヒッポファミリークラブ 

後援：米沢市教育委員会 

山形県国際交流協会・米沢市国際交流協会 

 

教育講座 ７ヵ国語で話そう 
1１月１4 日（土） 14：00～16：00 

会 場：伝国の杜   ２Ｆ 大会議室 

定 員：10組 （要申し込み） 

※感染症予防対策のため全日程オンライン開催、または中止になることもあります。 

山形市にて 11/1・12/6 にも開催 

 

置賜地域連絡先：よつやなぎ✆080-6039-9353 

 

 

☆主催団体について 

☆いろいろな国の音楽で遊ぼう♪ 

☆講師・山形メンバーによる体験談 

☆グループ懇談、または感想シェア 

 
※当日は簡単なゲームもしますので 

軽装でお越しください。 

 ♪当日のプログラム♪ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆よねざわメンバーの声 

小3の娘が学校で外国語授業が始まることをきっかけに、ヒッポの仲間

入りをしました。英語には興味があったのですが、多言語が聞こえてく

る環境が家の中に出来ると、韓国語に興味を持ち始め、聞こえたまま声

に出してみたり、文房具に小さく書いてある韓国文字を親子で一緒に見

つけたりするのが楽しくて。また週に一回の活動の場には、先生として

ではなく、お友達として外国出身の人がいたりすることもあるので、米

沢に住みながら世界のことばやお友達との出会いと交流を、親子で自然

に楽しんでいます。 米沢市在住 Nさん（小3・3歳のママ） 

 

                                  

◆山形県のヒッポファミリークラブでは 

地域の国際化への一助として、教育講演会・ワーク 

ショップ、コミュニティセンターや保育園から依頼 

を受けた国際理解講座・国際交流イベント、山形大 

学留学生等のホームステイ受け入れなど毎年継続 

して実施しています。 

世界からよねざわへ！  
２０２０年1月はトルコの青年が米沢市へ！トルコの日本大使館で行わ

れた、日本語でのスピーチを披露してくれました。秋には置賜在住の外

国のお友達と芋煮会を楽しんだりすることも。肩の凝らない、普段着の

国際交流をみんなで楽しんでいます。 

よねざわから世界へ！ 
２０１９年夏、小学校５年生が韓国のホームステイへ、大学２年

生は上海で世界の青年たちとの合宿に出掛けました。実際にその

国に出掛け、人と出会うことで、ステレオタイプなイメージで 

  国を判断するのではなく、大切な友達のいる大事な国に変わ

っていることに気付いていきます。 

 

 

 

平岡一武さん（言語交流研究所 常務理事） 

1981年、高校時代にヒッポファミリークラブの発足と同時に

多言語活動に参加。仲間や様々な国の人との交流が楽しく、自然

にいろんな国のことば(多言語)に耳を傾けるように。大学時代 

に韓国やメキシコなどでホームステイを体験し、大人でも赤ゃんのよ 

うに新しいことばを身につけていけることを確信。それまでの言語観が劇的に変わる。1984

年・ヒッポの研究部門トランスナショナルカレッジ・オブ・レックスに第一期生として入学。言

語の自然科学的探究に携わる。ロングセラーの数学書『フーリエの冒険』、物理書『量子力学の

冒険』（ヒッポファミリークラブ刊）等の執筆にも参加。以来、妻、3人の息子と一緒に多言語

活動を通してさまざまな国の人との出会いを楽しんでいる。今回の講座では自身の体験をベー

スに、多様に見える様々な言語も本来的には「一つ」であること、多言語の環境だからこそ大人

になっても赤ちゃんのような言語体験ができること、多言語に触れることを通してどんなこと

ばを話す人とも平らに付き合えるようになることなどについて、分かりやすくお話します。 

東京都世田谷区在住。 
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人と距離を取らなくてはいけない今だから 

人とつながること、人と理解しあうことを、もう一度みつめよう 

多言語ライフはじめました！ 


